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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会におい

て設置された「次世代構造部材創製・加工技術開発」（事後評価）の研究評価委員会分科会 

（２０２０年１１月４日）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技

術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第６５回研究評価委員会（２０２１

年３月３日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「次世代構造部材創製・加工技術開発」(事後評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

航空機産業は、認証が必要で利益が短期間で見えないなどの特徴があるため、国の支援

が必要であり、NEDOが事業を先導して行うことは妥当である。また、企業による研究は、

社会情勢、コスト、実用性を含めて十分に考えられており、大学発祥の研究は、実用性の

みならず、新規性、挑戦性の高いものであり、それぞれが評価できるとともに、それらを

融合できている点も高く評価できる。また、ほとんどの研究テーマについて、当初目標以

上の成果が得られ、一部未達の項目についても原因と対策について示されており、本事業

は当初の目的を達成したと高く評価する。 

一方、大学が参加しているわりに、論文がほとんど出ていない。テーマによっては、成果

を知的財産化して海外に進出していくことも想定されるが、その際、特許や論文発表は、客

観的評価として重要であるため、次期プロジェクトでは、どのようにして客観的に成果を示

すかも留意していっていただきたい。さらに、優れた素材や加工技術が開発されたが、市場

化に重要なニーズ・コスト面での課題が少し残されている。今後は、これらの課題解決に加

え、開発した素材や技術を用いた新産業分野の独自開拓も目指していっていただきたい。 

航空機産業は裾野が広い産業であり、また関連する技術は他産業へのスピンオフが期待で

きるものの、トップランナーだけが先に進んでしまい、実用化に必要な人材・産業・研究の

裾野が広がらないのがやや気がかりであるため、実用化や産業の裾野を広げるための働きを

期待する。 

 

 

２．各論 

２．1 事業の位置付け・必要性について 

本事業は、国際的な成長分野である航空機産業の競争力強化と地球温暖化対策に貢献する

ことから、事業の目的は妥当である。さらに、航空機の実用化には高度な技術と認証が必要

であり、膨大な費用・時間を要し、リスクが高いことから、産学官の密接な連携の下で、効

率良く開発することが不可欠であるため、NEDO事業として実施すべきである。 

また、裾野が広い航空機産業に関連する当該事業は、他産業へのスピンオフを期待するこ

とができるとともに、国策として取り組むべきテーマであるため、NEDO の関与は適切であ

る。 

 

２．２ 研究開発マネジメントについて 

研究開発項目および委託先の選定については、必要かつ将来我が国が世界をリードでき

るものを選択し、再委託先に大学を入れることで、より挑戦的な研究を実施し、また企業
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を入れることで裾野を広げられている点は評価できる。さらに、具体的にターゲットを絞

り込み、目標を数値化しているところも評価できる。 

一方、研究開発項目および再委託先が多岐にわたっていることから、研究開発項目間の連

携、委託先と再委託先との連携、さらに再委託先の研究内容を把握しづらい状況となってい

た。次期プロジェクトでは、事業者間の状況をより把握できるよう、合理的な研究開発体制

の組み立てが柔軟に実施されることが望まれる。また、製造側から素材側への成果のさらな

るフィードバックも期待したい。 

 

２．３ 研究開発成果について 

 ほとんどの研究テーマについて、当初目標以上の成果が得られており、また、目標未達

であっても、ほとんどの場合その対策が明記されていることから、評価できる。企業によ

る研究は、社会情勢、コスト、実用性を含めて十分に考えられており、大学発祥の研究

は、実用性のみならず、新規性、挑戦性の高いものであり、それぞれが評価できるととも

に、それらを融合できている点も高く評価できる。 

一方、大学が参加しているわりに、論文がほとんど出ていない。テーマによっては、成果

を知的財産化して海外に進出していくことも想定されるが、その際、特許や論文発表は、客

観的評価として重要であるため、次期プロジェクトでは、どのようにして客観的に成果を示

すかも留意していっていただきたい。 

 

２．４ 成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 

 参画企業・大学は、各種開発材の試作品やパーツ製造と、それらの加工技術開発に強力

に取り組んでいる。また、海外 OEMとの共同研究を実施し、開発部品の認証取得も計画して

いることから、本事業の開発技術を基に、次のステージである実用化開発にシームレスに移

行できるものと期待される。 

一方、優れた素材や加工技術が開発されたが、市場化に重要なニーズ・コスト面での課題

が少し残されている。今後は、これらの課題解決に加え、開発した素材や技術を用いた新産

業分野の独自開拓も目指していっていただきたい。また、新しい材料は、すぐには利用でき

ないかもしれないが、戦略的に認証を行い、実機搭載を目指して欲しい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性 3.0 A A A A A A A 

２．研究開発マネジメント 2.7 A A A A B B A 

３．研究開発成果 2.6 A A B B A B A 

４．成果の実用化に向けた取組及び 

見通し 
2.1 B B B B B B A 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 

数値に換算し算出。 

 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要         →A 

・重要            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当性がない、又は失われた →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化に向けた 

取組及び見通しについて 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね適切          →C 

・適切とはいえない      →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 

 

2.1 

2.6 

2.7 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化に向けた

取組及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性



１．背景、目的
第 回研究評価委員会

資料２–４
（別添）

1



２．政策的位置付け

2



３．技術戦略上の位置付け

3



４．研究開発目標と開発内容

4
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５．実施体制
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６．費用予算

７．計画
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８．研究開発成果

８．研究開発成果
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８．研究開発成果

８．研究開発成果
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８．研究開発成果

②－２ 航空機用複合材料の複雑形状積層技術開発（第二期）８．研究開発成果
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③－２ 航空機用難削材高速切削加工技術開発（第二期）８．研究開発成果

③－２ 航空機用難削材高速切削加工技術開発（第二期）８．研究開発成果
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④－２ 軽量耐熱性複合材CMC技術開発（高性能材料開発）８．研究開発成果

④－２ 軽量耐熱性複合材CMC技術開発（高性能材料開発）８．研究開発成果
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④－２ 軽量耐熱性複合材CMC技術開発（高性能材料開発）８．研究開発成果

④－２ 軽量耐熱性複合材CMC技術開発（高性能材料開発）８．研究開発成果
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④－２ 軽量耐熱性複合材CMC技術開発（高性能材料開発）８．研究開発成果
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⑤ 航空機用構造設計シミュレーション技術開発８．研究開発成果

開発項目の成果
(1) 分野横断（空力・構造・強度）シームレス機体設計シミュレーターの開発
• これまで逐次的に翼形や設計条件を変えながら実行せざるを得なかった解析を、
自動で行うことが可能となった。
(2) シミュレーション援用による認証プロセスの低コスト化
• OHT 強度試験に関して、供試体の種類で4 分の１以上が削減可能となり、
供試体数においても約19%の削減が可能となることが見込まれた。
(3) 複合材の特性を活かした機体構造設計シミュレーターの開発と実験的検証
• 簡易AFP 装置を作製し、最適化された曲線繊維複合材が、従来の直線繊維複合材
よりも高い強度を有することを実験的に示した。
(4) 層流化技術開発
• 後退翼における圧縮性三次元境界層の乱流遷移を高い精度で予測するための
ツール開発を行い、安定解析と直接数値解析を組み合わせた統合遷移解析システム
を構築し、大規模かつ詳細な遷移予測が可能となった。
(5) 複合材構造部材ライフサイクルシミュレーション
• VaRTM、OoA プリプレグによる異種材料ハイブリッド一体構造の変形予測技術開発
を達成した。
(6) エンジン－機体統合性能予測CFD技術の構築
• 機体と稼働エンジンとの統合解析を達成し、機体とエンジン・ナセルとの相互作用
の予測を可能とする基盤技術を開発した。
(7) 非巡航時における高精度非定常流体解析
• 構築した高精度LES データベースを基に平衡/非平衡壁面モデルLES を実施し、
壁面モデルLES の予測精度および非平衡効果のモデル化について問題点や改善点を
明らかにし、当初の目的を達成した。

⑤ 航空機用構造設計シミュレーション技術開発８．研究開発成果
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